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 要約 
本稿は，日本の社会福祉分野，ソーシャルワークの発展にマインドフルネスが果たす役割と導入にお
ける課題の抽出を目的とする．ストレス低減，うつ再発予防，依存症治療，トラウマ・ケア，そして更
生保護などへの効用が確認されているマインドフルネスは，日本のソーシャルワークには取り入れられ
ておらず，研究発信も皆無に等しい．この状況下，海外におけるソーシャルワーク固有の視点と価値を
踏まえたマインドフルネス研究（n＝31）の内容分析から，ミクロ及びメゾ /マクロの領域でのソーシャ
ルワークにおけるマインドフルネスの効用と実践及び研究課題を浮き彫りにした．ミクロ領域では，
ソーシャルワーカー自身のマインドフルネスの耕しが援助関係に及ぼす効用に関する研究が中心となっ
ている現状を踏まえ，その理論的視座と臨床的示唆を提示した．メゾ /マクロ領域では，研究発信は限
定的であるものの，T. Hick らによるラディカル・マインドフルネス・トレーニングの開発など，クリ
ティカル・ソーシャルワークの枠組みからマインドフルネスの応用可能性をレビューした．またマイン
ドフルネスの多元的な意味構造が，操作的定義の危うさに通じている側面を実証研究の課題として指摘
した．本研究は，今後のマインドフルネスを用いたソーシャルワーク実践と実証研究の活性化を促す基
礎的資料として位置づけられる．
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１．はじめに
マインドフルネスとは，「今，この瞬間の体験に
意図的に意識を向け，評価をせずに，とらわれの
ない状態で，ただ観ること」と定義される（日本
マインドフルネス学会，2013）．瞑想を方法の中
心に据え，自己に沸き起こる身体感覚，感情，思
考，記憶，衝動に気づき，あるがままに迎え入れ，
内的な心身のつながりと外界との融和を感受しな
がら，今，この時，この瞬間を生きるための耕し
である．
マインドフルネスは，欧米，特にアメリカ・イ
ギリスにおける臨床心理，精神医学，ビジネス，
そして社会福祉分野に導入され，過去 10年間，出
版論文数の急増は目覚ましい（Kabat-Zinn, 2010 ;
Mindfuless Research Guide website, 2014）．緩和
ケア，うつ再発予防，依存症治療，ストレス低減，
トラウマ・ケア，更生保護などへのマインドフル
ネス適用例は，複数のメタ分析によってその効果
が確認されている（越川［2013］によるメタ分析
研究のレビューを参照）．多くは，マインドフル
ネスを実践モデル化したマインドフルネスストレ
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ス低減法（Mindfulness-Based Stress Reduction：
MBSR）（Kabat-Zinn, 1990），マインドフルネス認
知療法（Mindfulness-Based Cognitive Therapy：
MBCT）（Segal et al., 2002 ; Williams et al., 2007），
そしてアクセプタンス・コミットメント・セラピー
（Acceptance Commitment Therapy： ACT）
（Greco & Hayes, 2008 ; Hayes et al., 2004）を用
いた臨床報告，ランダム化比較試験に関するもの
である．
マインドフルネスの効果は，脳神経科学分野に
おける fMRI 脳スキャン研究によっても検証され
ている．マインドフルネス熟練者群と統制群によ
るランダム化比較試験研究は，持続的なマインド
フルネスのプラクティスが衝動コントロールや自
己概念の形成に関連する前方帯状皮質，島皮質，
さらには海馬の容積を増大させ，それぞれの部位
の機能性向上を確認した（Holzel et al., 2011 ;
Lazer et al., 2005）．
社会福祉領域に目を転じると，アメリカ，イギ
リス，カナダ，オーストラリア，さらにイスラエ
ルでは，マインドフルネスのソーシャルワーク実
践への応用が示され，効果測定などの実証研究も
限定的ながら報告されている．それらは，ネイ
ティブ・アメリカンのクライエントとの援助関係
構築（Napoli & Bonifas, 2013），ソーシャルワー
カーの代理受傷予防（Berceli & Napoli, 2007 ;
Thieleman & Cacciotore, 2014），高齢者の家族介
護者支援（Kang & Kim, 2014），外傷性悲嘆への
介入法（Thieleman et al., 2014），慢性疾患児童に
寄り添う家族介護者のストレス低減（Minor et al.,
2006），ソーシャルワーカーのストレス低減
（Newsome, 2012），薬物依存へのグループワーク
（Temme et al., 2012），学校ソーシャルワークへ
の導入（Wisner et al., 2010），スピリチュアリティ
への気づきを目的としたグループワークワーク
（Coholic, 2006）など多領域にわたる．
海外におけるマインドフルネスの潮流は，日本
にも波及し，2013年 12月には「日本マインドフ
ルネス学会」が設立された．実証研究は過去３年
間で急増し，三桁の数に届く勢いである．しかし，
日本のソーシャルワーク領域では，マインドフルネ
スは検討されておらず，研究報告は皆無に等しい．
ソーシャルワークは，人を身体・心理・社会・
スピリチュアルな全人的観点からとらえ，主体性
を持つ尊厳ある存在として位置づける．援助的視
座は，個人と社会・環境とのインターフェイスに
注がれ，両者間の不調和をクライエントと「共に」
見いだし，解決方法を模索する．高度経済成長期
の終焉にともなう経済・物質的豊かさを目指す社
会から，「生き方」「幸福」「人生」を問い直す現代
社会への変容において，我々は社会福祉固有の視
点，すなわち人の全体性を再考し，新たな価値を
模索していく時代にある（山崎 2008）．
マインドフルネスは，ストレス低減やうつ再発
予防といったメンタルヘルスの向上といった実践
方法にとどまらず，共感やコンパッションといっ
た人と人とのつながりの涵養，自分と外界との融
合感，そして価値観や人生観に及ぶ「生き方その
もの」への気づきを深化させる（Kornfield, 1993 ;
Neff, 2011 ; Smalley & Winston, 2010）．マインド
フルネスによる心身の健康と共生感は，「幸福の
意味」の追求へと発展し，ソーシャルワークの価
値体系と重なり合っていく．
日本でのマインドフルネス興隆の渦中，現段階
において，先駆的な欧米のソーシャルワークにお
けるマインドフルネス研究のレビューから，実践
及び研究の現状把握と課題の抽出を行い，日本の
社会福祉分野への導入の可能性をまとめる意義は
高いと判断する．
２．目的と方法
上記，問題意識に基づき，本稿は，日本におけ
る社会福祉分野，ソーシャルワークにマインドフ
ルネスが果たす役割と導入における課題について
考察することを目的とする．日本の社会福祉分野
におけるマインドフルネス研究の蓄積は，開始前
段階にある．そのため，本稿では系統的レビュー
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法（Gough et al., 2012）を参照して海外の関連文
献を抽出し，日本における今後の実践及び研究課
題を浮き彫りにした．
実際には，以下の手順で研究が推進された：１）
データベース（PsycInfoを含むEBSCO全データ
ベース及び PubMED）から‘mindfulness’及び
‘social work’をキーワードとして文献リスト
を入手（重複削除後 n＝264），２）264文献全ての
アブストラクトの精読，３）単に症状緩和や QOL
向上などを目的とした臨床メソッドとしてのみマ
インドフルネスを取り上げている文献の除外，４）
ソーシャルワークの固有の視点，価値，理念，教
育を踏まえてマインドフルネスの意味と応用法を
論じている文献の抽出（n＝31），５）本稿の目的
を分析視点とした 31文献の精読及び内容分析（各
文献での主題，対象，方法，結果に関する内容整
理と分類化）の実施，６）日本の社会福祉分野に
受け入れられているジェネラリスト・ソーシャル
ワークの実践枠組み（Johnson & Yanca, 2009），
すなわちミクロ領域とメゾ /マクロ領域への適用
を考慮した分析結果の整理，そして７）ソーシャ
ルワークにおけるマインドフルネスの理論的及び
実践的効用と今後の課題の描写，の７段階にまと
められる．抽出された 31文献のリストは，表１
に集約されている（表１参照）．
なお，本稿におけるマインドフルネスの定義は，
上述した「日本マインドフルネス学会」のものに
準じる．マインドフルネスは，パーリ語の「サティ
（sati）＝“心にとどめておく”，あるいは“念”」
の英訳であり，方法は，東南アジアを中心に発展
したテーラワーダ仏教で広く実践されているヴィ
パッサナー瞑想法に由来する（藤田・山下，2013 ;
Rosenberg, 1998）．本稿で取り上げるマインドフ
ルネスの概念的枠組みは，欧米の学術研究に用い
られている範囲にとどまり，教義的示唆に及ぶも
のではない．一方，マインドフルネスの思想や価
値の源泉である仏教あるいは禅的思想の影響につ
いては，ソーシャルワークの価値の観点から今後
の課題として後述される．
３．ソーシャルワーク・ミクロ実践における
マインドフルネス
ソーシャルワークにおけるミクロ領域の実践と
は，個人の健康や生活上の諸問題に対して，個人，
家族，または小集団への直接的援助を通じて解決
を目指す援助的アプローチを表す．対象となる個
人のニーズに呼応し，その個人の主体性を尊重し
ながら援助が展開される（Hepworth et al., 1997；
岡村，1983）．
方法は，カウンセリングを主体とした心理的支
援やケースマネジメント，グループワーク，そし
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表１ 抽出された31文献
ミクロ領域 メゾ／マクロ領域
【理論モデル】
Keefe (1975a, 1975b, 1976, 1996), Sherman & Siporin
(2008), Baldini et al. (2014), Martinez (2014)
【実践的考察】
Coholic (2006), Berceli & Napoli (2007), Kramer et al.
(2008), Fulton (2008, 2014), Pare et al. (2009), Mensi-
ga (2011), Strauss & Northcut (2013)
【実践及び教育方法】
Birnbaum (2008), Ying (2008, 2009), Gockel (2010),
Lynn (2010), Tomas & Otis (2010), Napoli & Bonifas
(2011), Mcgarrigle & Walsh (2011), Gockel et al.
(2013), Bonifas & Napoli (2014), Thieleman & Caccia-
tore (2014)
【研究方法】
Garland (2013)
【理論及び実践的考察】
Wong (2004), Beres (2009), Hicks & Furlotte
(2009)
【実証研究】
Hicks & Furlotte (2010)
て個人・家族の権利擁護を目指したケース・アド
ボカシーなどを含む（Kirt-Ashman & Hull,
1999）．ミクロ実践は，援助関係を特に重視する．
方法の価値体系である Biestek（1957）のケース
ワーク７原則は，援助関係構築のためのバイブル
として日本のソーシャルワーカー養成に広く活用
されている．
今回のソーシャルワークの固有性を踏まえた文
献レビューの結果，マインドフルネスの「援助関
係の質」に及ぼす影響が，ミクロ領域で広く取り
上げられていることがわかった．それらは，ソー
シャルワーカー自身のマインドフルネスの耕しに
よって，効果的な援助関係の構築を果たせること
を理論的に考察している．
以下，レビューから得られたミクロ実践におけ
るマインドフルネスの果たす役割を３項目，１）
萌芽，２）理論的視座，そして３）マインドフル
ネスの効用，に集約して提示する．
3.1．萌芽
ソーシャルワーク・ミクロ実践におけるマイン
ドフルネス応用の萌芽は，1970 年代に遡る．
Thomas Keefeは，禅のパースペクティブをケー
スワークに導入した．そしてソーシャルワーカー
は，「クライエントの呈する問題」と「自身に生じ
る心身の変化」をあるがままに受け入れ，今ここ
で，この瞬間に繰り広げられるクライエントとの
やりとりを感受する必要がある，と示唆した
（Keefe, 1975a）．理論や知識体系による病理判断
ではなく，ソーシャルワーカーの自然体から生ま
れる感性を信頼し，クライエントの「今を生きる
能力」への気づきを深める援助関係の構築を推奨
している．
Keefeは，同時期，すでに瞑想が援助関係に与
える効果に言及している（Keefe, 1975b）．それ
は，“１）援助者の感情への気づき，２）感受を妨
げる認知的処理の一時的な抑制，そして３）集中
力の維持と「今・この瞬間」に起きていることへ
の気づきの獲得”（p. 487）として表されている．
さらに彼は，禅パースペクティブ，そして瞑想の
効果に基づき，３段階から構成される「共感モデ
ル」を提示した（Keefe, 1976）．
このモデルは，１）「今・この瞬間」を感受する
態度によるクライエントの重層的なメッセージ，
サイン，手がかりの察知，２）ソーシャルワーカー
自身の認知的プロセスの一時的な制御と身体的感
覚への着目，そして３）「内的に生じた感覚・感情」
への気づきと「クライエントと共有できる感覚・
感情」との区別化，という段階を提示する．この
プロセスには，クライエント及びソーシャルワー
カー双方の“心理的なオープンネス”が必要となり，
それは瞑想によって深化・拡張できると論じた．
Keefeの論考は，「マインドフルネス」という表
記は使用していないものの，無我（世界と切り離
しては存在できないという内的感覚による共感の
深化）やコンパッション（自己と他者間に生じる
心身の共鳴感）などの概念が提示され，40数年前
にはマインドフルネスによる共感関係の構築方法
がソーシャルワーク・ミクロ実践において議論さ
れていたことがわかる．
Keefeの実践的示唆は，Francis Tuner編著に
よる“Social Work Treatment”に「瞑想法」とし
て紹介されている（Keefe, 1996）．しかし，その
方法論は大学院（master of social work）のライセ
ンス・アクレディテーション基準に盛り込まれず，
その後の実証研究に反映されることはなかった．
時を同じくしてソーシャルワークに隆盛したエコ
ロジカル・パースペクティブとジェネラリスト養
成の波は，エヴィデンス・ベーストの価値と合流
し，実践理論及び実践モデルの統合を目指す潮流
となった．実証研究による追認が得られなかった
Keefeの示唆は，その潮流に加わることなく，埋
もれていくことになる．
3.2．理論的視座
Keefeによる発信から 30年余り，諸分野での
マインドフルネス興隆の流れは，2005 年以降の
ソーシャルワークとの邂逅に結びつく．Keefeに
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比べて，より精緻な効果機序の理論構築と実証研
究の蓄積によってマインドフルネスの導入が牽引
された．
ソーシャルワーク固有の視点を前提に，ミクロ
実践におけるマインドフルネス導入の利点を説く
理論モデルを取り上げたものとして，Lisa L.
Baldiniらと Noriko Martinezによる２つの論文が
検索された（Baldini et al., 2014 ; Martinez, 2014）．
それぞれ，共鳴理論（Resonance Theory）と認知
統合パースペクティブ（Cognitive-Integrative
Perspective：CI）を紹介している．以下，両理論
について説明する．
3.2.1．共鳴理論
共鳴理論は，脳神経科学の知見に基づいて構築
された，対人交流の神経伝達回路に関する理論モ
デルである．この理論は，マインドフルネスに
よって共鳴回路（Resonance Circuit），すなわち
共感関係を高める神経伝達回路の強化が可能にな
ると説明する（Siegel, 2007, 2010, 2012）．
Siegel（2007）は，共感を生み出す神経メカニズ
ムの理論構築にあたり，他者の意図的行為によっ
て活動電位が発生する脳部位，ミラーニューロン
の機能を重視する．ミラーニューロンの活性化で
生じた活動電位は，島皮質を通じて扁桃体を含む
大脳辺縁系に通じ，さらに脳幹を経て全身の神経
回路に行きわたる．身体各部位で生じた神経反応
は，主に迷走神経及び脊髄 I層の神経回路を通じ
て脳幹，大脳辺縁系，そして島皮質に遡上し，初
めて前頭前皮質に達する．その結果，他者の意図
や情緒，感情状態を「感じる」「察知する」「理解
する」といった状態を得ることが可能となる（図
１参照）．
全身を巡る神経伝達を通じて生まれた意図や情
緒的メッセージは，相手に投げかけられ，それを
受けとめた人の全身に新たな神経回路を生じさせ
る．この心身全体によるメッセージの相互往復
は，認知を超えた共鳴関係を生み出すと考えられ
る．共鳴理論の重要な点は，意図や情緒的メッ
セージは，脳を含む全身で察知されると同時に，
身体反応の集約として感情や情緒が創りだされる
メカニズムを明示した点にある．
Siegel（2010, 2012）は，マインドフルネスは，
身体感覚や感情反応に抗わず，意識を移ろいゆく
心身の変化に集中させるため，共鳴回路の神経伝
達を強化し，他者の思い，意図，感情への感受性
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図１ ミラーニューロンと共鳴回路
（Siegel, 2007, 2010 を参照して作成された website www.upperdonside.org.uk/
atdynamicsから引用）
を高めるという．その結果，共感関係の涵養を果
たすことができると述べている．
3.2.2．認知統合パースペクティブ
認知統合パースペクティブ（Cognitive-Inte-
grative Perspective：CI）は，相互作用的認知下
位システム理論（Integrative Cognitive Subsys-
tem Theory：ICS）（Teasdale & Barnard, 1993）
を応用して構築された（Martinez, 2014）．CI は
ICSで示された二つの認知サブシステム，すなわ
ち言語的表現や意識化された意味など，従来の認
知療法が治療対象とする「命題的サブシステム
（propositional subsystem）」と，言語表現を超え
たすべての知覚刺激によって生じる感覚や感情を
統合する「含意的サブシステム（implicational
subsystem）」を設定する．そして，視覚や聴覚と
いった知覚的な刺激に限らず，生活状況に由来す
るすべての刺激をインプットとして ICS モデル
に組み入れた．さらに身体感覚のフィードバック
を ICSに加味し，人と環境のインターフェイスに
介入の焦点を置くソーシャルワークの基本的視座
に合致するパースペクティブとして CIを構築し
た（図２参照）．
Martinez（2014）は，図２に示された各サブシ
ステムのいかなる部分の変化も，問題解決に向け
た起点になり得るという前提に立つ．そして，介
入のレパートリーをレベル Iとレベル IIに分け
て，認知的変容によるソーシャルワーク・ミクロ
実践の可能性を示唆した．レベル Iは，１）外的
介入（環境調整，ケースマネジメント，送致など）
及び２）内的介入（スキル・トレーニング，問題
の直面化，暴露など）の２つに分類される．レベ
ル IIは，問題認識の脱中心化と新たな認知スキー
マの獲得を目指す．
CIでは，マインドフルネスはレベル Iの内的介
入及びレベル IIにおいて，有効な方法論と位置づ
けられる．メタ認知の涵養による思考から身体感
覚に至る気づきは，含意的サブシステムに変化を
及ぼし，自己・他者意識や問題認識のための準拠
枠など，レベル IIにおける認知スキーマの転換に
つながると仮定している．
両理論に共通するのは，「身体」への着目であり，
外的環境との相互作用を包含した心身のホリス
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図２ 認知統合パースペクティブ
（Martinez, 2014 : 304 より引用）
ティックな見地から対人関係を捉えている点にあ
る．この視座は，「相手の立場に立って相手の世
界を自分の世界のように経験すること」という認
知レベルに限定した従来の社会福祉教育で用いら
れる共感の説明の不十分さを如実に表す．マイン
ドフルネスを方法の中核として位置づけ，クライ
エント，ソーシャルワーカー双方がマインドフル
ネスを取り入れることで，問題解決方法の多様化
と援助関係の深まりを得ることができると仮定し
ている．
3.3．マインドフルネスの効用
本研究のレビュー・プロセスから，以下の４側
面におけるミクロ実践でのマインドフルネス導入
の利点が浮き彫りにされた．それらは，１）変容
への注視とオープンネス，２）迎え入れ，３）自
己覚知，そして４）セルフ・ケアである．これら
は，共感を伴う援助関係構築に不可欠な要素であ
り，ソーシャルワーカーの態度に直結する示唆と
なる．
特定の理論モデルや介入方法，あるいは援助者
の保有する学位や経験年数よりも，「援助者の資
質（温かさ，オープンネス，純粋さ）」の方が，援
助効果やクライエントの満足度に有意に寄与する
という複数のソーシャルワーク研究が報告されて
久しい（Beck, 1988 ; Lambert & Simon, 2008 ;
Kolevzon & Maykranz, 1982 ; Sheldon, 1978）．
マインドフルネスは，ミクロ実践の根幹ともいえ
る「援助関係の深化」を果たす方法になり得るこ
とが，本研究から浮かび上った．
3.3.1．変容への注視とオープンネス
マインドフルネスは，知性化や概念化によって
物事を捉える還元的なパラダイムとは真逆のスタ
ンスをとる．思考，感情，情動，そして身体感覚
などの「内的領域」と生活上の出来事や対人関係
などの「外的領域」との間に生じる相互作用は絶
え間なく続き，あらゆる事象は移り変わっていく
ものと見なす（Hanh, 2006 ; Kabat-Zinn, 1990 ;
Smalley & Winston, 2010）．
マインドフルネスは，その移り変わる流れの制
御や解釈を排し，俯瞰的な視座から，刻々と変容
していくクライエントの姿を，あるがままに見つ
める心のオープンネスをソーシャルワーカーに提
供する（Gockel, 2010）．クライエントの重層的な
苦悩の移り変わりを捉える視座は，問題の画一的
な見方を緩め，クライエントのストレングスを探
索するソーシャルワーカーの心理的余裕を生み出
していく（Fulton, 2014）．
3.3.2．迎え入れ
マインドフルネスは，ソーシャルワーカーの
「今・この瞬間」への心身全体の感受性を高め，内
的・外的の絶え間ない変容を迎え入れる心のス
ペースを耕していく．瞑想法は，自然に湧き出る
思考や感情の移ろいを完全には制御できない「心
の実像」を浮かび上がらせる．そして，認知によ
る自己統制や理論的枠組みによる概念化だけでは
説明のできない，ソーシャルワーク自身の心身反
応を体感させる（Pare et al., 2009）．
自己に存在する「制御不能」「不完全さ」への気
づきは，クライエントの乏しい問題対処能力や歪
んだ現実吟味に対する寛容さを育む．寛容さは，
クライエントの反応への好奇心を高め，問題解決
に向けた想像力の涵養に通じていく（Napoli &
Bonifas, 2011）．自分とクライエント双方の絶え
間のない変容をあるがままに迎え入れる態度は，
善悪，正否，難易といった二元論からの離脱を可
能にする（Fulton, 2008）．クライエントの全人的
存在の尊重という価値の深化は，この態度から醸
成される．
さらにマインドフルネスは，ソーシャルワー
カーの専門家としての防衛心を緩め，自らのミス
を否認することなく寛容さをもって受けとめられ
るように助ける．その結果，スーパーバイザーや
同僚への相談を促進させることにもつながってい
く（Gockel, 2010 ; Brinbaum, 2008）．
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3.3.3．自己覚知
精神分析理論は，1940年代以降の診断派ソー
シャルワークの中核理論として取り入れられ，
ソーシャルワーカー自身が援助のための「道具」
になり得ると考えられた（Kaufman & Heiman,
2012）．そして，援助関係そのものがクライエン
トの心理社会的問題に変容をもたらす，という認
識が受け入れられた．自己覚知は転移・逆転移を
克服し，援助目標を達成するためのソーシャル
ワーカーの基本的態度と見なされる．
ソーシャルワーク・ミクロ実践における自己覚
知は，「ソーシャルワーカーの性格，感じ方，能力，
価値観，動機，個性などを意識化して自己制御を
可能にするもの」，または「未解決の心的葛藤への
気づき」など，認知レベルでの作業として説明さ
れてきた（Kirt-Ashman & Hull, 1999）．
微細な身体感覚から情動，思考，感情レベルに
いたる全身の反応とその変容過程をパノラマのよ
うに見つめ，心のオープンネスからすべての迎え
入れようとするマインドフルネスは，従来の自己
覚知の意味を拡張させる（Gockel, 2010）．マイン
ドフルネスは，ソーシャルワーカーに生じる不快
な感情と，その引き金となるサインの感受を容易
にする．そして，クライエントへの否定感情を緩
和する心のスペース作りを助ける（Kramer et al.,
2008）．
マインドフルネスによる自己覚知は，Schön
（1983）の提唱する省察（reflection）のプロセスを
も深化させる．マインドフルネスは，省察をスー
パーバイザーとの相談や記録のみによるのではな
く，身体反応や感情を含む実存的なレベルに発展
させる（Birnbaum, 2008）．その結果，より詳細な
ケース検討や援助技術の洗練化につながる省察を
得ることができると考えられている．
3.3.4．セルフ・ケア
ソーシャルワーカーは，戦争帰還兵，犯罪被害
者，災害被災者などトラウマ被害者への臨床に携
わることが少なくない．臨床場面において，トラ
ウマ被害者の経験する不条理さや錯綜する感情反
応に向き合わざるを得ず，ソーシャルワーカーは
代理受傷や共感性疲労のリスクに絶えず曝されて
いる．代理受傷や共感性疲労は，援助者の心身の
健康にとどまらず，安全観，臨床的判断力，援助
者としてのアイデンティティ，価値観など広範囲
にわたる変容をもたらす（Pealman & Saakvitne,
1995）．ソーシャルワーク教育の現場においても，
学生はトラウマに関連するケース検討や実習経験
から，代理性の影響を余儀なくされている
（Bonifas & Napoli, 2014）．
マインドフルネスによる自己覚知の促進は，逆
転移反応への気づきを深化させると同時に，ソー
シャルワーカーのセルフ・ケアにもつながる．マ
インドフルネスは，今・この瞬間の内的観察者と
なれるようにソーシャルワーカーを支え，代理性
記憶の想起によるオートマティックな感情反応や
身体反応に対する気づきを促す．その結果，ソー
シャルワーカーの感情的な否認や回避といった反
応を低減させ，柔軟な対処方法を動員しようとす
る心理的な余裕を生み出すことができる（Berce-
li & Napoli, 2007）．
マインドフルネスによるソーシャルワーカーの
セフル・ケア効果は，複数の実証研究によって検
証されている．トラウマ被害者の支援施設で働く
ソーシャルワーカー及びボランティア（n＝41）
に見られたマインドフルネス・レベル（Mindful
Attention Awareness Scale：MAAS）と二次受傷
（Professional Quality of Life Scale：ProQOLのサ
ブスケール）との負の相関関係（r＝−.39, p ＜
.01）（Thieleman & Cacciatore, 2014），８週間の
瞑想を中心としたマインドフルネス・プログラム
を受講したソーシャルワーカー（n＝12）の Pre-
Postにおけるマインドフルネス・レベル（MAAS）
の向上（t＝−2.78, df＝11, p＝.018）とストレス
低減（Perceived Stress Scale：PSS）（t＝3.21,
df＝11, p＝.008）（Mcgarrigle & Walsh, 2011），有
資格ソーシャルワーカー（n＝171）のマインドフ
ルネス・レベル（Five Facet Mindfulness Ques-
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tionnaire）と共感性疲労及びバーンアウト（共に
ProQOLのサブスケール）間の負の相関関係（そ
れぞれ r＝−429, r＝−591, p＜ .001）などが確認
されている（Thomas & Otis, 2010）．
４．ソーシャルワーク・メゾ / マクロ実践に
おけるマインドフルネス
ソーシャルワークは，人の暮らしと命，その全
体が対象となる（佐藤 2010）．人々の幸福（well-
being）を高めるために何が必要なのか．この命
題に応えるべく，ソーシャルワーク研究は，これ
まで制度・政策論と臨床・処遇論の双方から取り
組んできた（滝口 2003）．両者は相互補完的関係
にあり，分断することはできない．社会的排除，
あるいは社会的孤立に追いやられている人々の現
状と問題を抽出し，その対応方法を提言してきた
ことに，ある種の「伝統」が存在することに異論
はないであろう．
このように，社会的正義に価値を置くソーシャ
ルワークは，個人や家族への直接的援助にとどま
らず，メゾ /マクロ領域の実践を発展させてきた．
メゾ領域では，地域コミュニティにおける生活上
の問題や社会福祉サービス供給システムと地域住
民のニーズとの齟齬などを対象に，地域住民の組
織化支援，地域福祉活動形成，地域計画立案など
を行う．マクロ領域では，介入の対象は自治体・
国レベルの計画立案，プログラムの実施，そして
社会サービスの管理運営や評価などに広がる
（Kirt-Ashman & Hull, 1999）．
ソーシャルワーク・メゾ /マクロ実践に，マイ
ンドフルネスを活かすことはできるのか．この点
に関して，今回の文献レビューは，Yuk-Lin R.
Wongと Steven F. Hick による理論的考察及び予
備的調査のみを抽出し，未だ萌芽的なトピックに
とどまっている現状を映し出した．Wong，Hick
の両者は，ともに批判理論（critical theory）を理
論的枠組として，社会的に抑圧された人々の解放
と社会正義実現を目指すクリティカル・ソーシャ
ルワークの立場から，マインドフルネスの応用可
能性を見いだした（Hick & Furlotte, 2009, 2010 ;
Wong, 2004）．
以下，両者の議論を中心に，１）理論的視座，
２）クリティカル・ソーシャルワーク教育への導
入，３）ラディカル・マインドフルネス・トレー
ニングの３側面からメゾ /マクロ領域でのマイン
ドフルネス研究をレビューしていく．
4.1．理論的視座
クリティカル・ソーシャルワークは，「現実」と
は社会的・政治的・文化的・民族的・ジェンダー
の力によって集積され，リアルな構造として形成
されるというポストモダニズムの流れを受けた
「多元的現実（multiple realities）」「間主観性
（intersubjectivity）」を認識論に据える（Guess,
1981）．個人の問題は，社会的状況とは無縁では
なく，当事者も気づかない抑圧や不平等が存在し
ていると見なす．援助実践は，社会的に抑圧され
た人々の内省（reflexivity）を支え，支配構造の意
識化（enlightenment）と問題認識の変容を目指す．
内省による新たな問題認識は，解放（emancipa-
tion）に向けた行動へと結びつき，具体的な権利
擁護やソーシャルアクションなど，メゾ /マクロ
領域におけるソーシャルワーク実践につながると
考えられている（Guess, 1981 ; Pease et al.,
2011）．
クライエントの「内省」への支援は，クリティ
カル・ソーシャルワーク実践において重要な介入
となる．内省とは，経験の回顧や振り返り（re-
flection）とは区別され，自分の考え方，信念，価
値観がどのように形成されているのか，周りの
人々や社会との関係を読み解き，自分の立ち位置
を多角的に捉える取り組みを意味する（北川ら，
2007；隅広，2013）．クリティカル・ソーシャルワー
ク実践では，クライエントのみならず，ソーシャ
ルワーカーにも内省的態度が必要不可欠となる
（Beres, 2009）．どのような言説や立ち位置でク
ライエントと交流し，クライエントの内省に寄り
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添っているのかを確認していく姿勢が求められ
る．
Beres（2009）は，マインドフルネスはソーシャ
ルワーカーの内省を支える有効な手段であると指
摘する．マインドフルネスの世界観は，間主観性
に根ざし，批判理論の認識論と一致する（Fulton,
2014）．マインドフルネスは，ソーシャルワーカー
による問題の概念化を一旦静止させるだけではな
く，問題解決へのこだわりから生じるプレッ
シャーの緩和に貢献するという．結果として，
ソーシャルワーカーの今・この瞬間に起きている
ことへの感受性は高まり，社会的弱者としてのク
ライエントの苦悩に忍耐強く関与できるようにな
ると述べている．
4.2．クリティカル・ソーシャルワーク教育への
導入
Wong（2004）は，クリティカル・ソーシャル
ワークの教育法を考案するにあたって，ソーシャ
ルワーカー自身のマインドフルネスの耕しを推奨
した．元来，クリティカル・ソーシャルワークで
は，クライエントとソーシャルワーカー間の対話
によって新たな言説の発見が生じ，解放への手が
かりを獲得しようとする．社会構成主義と同様，
言語分析から支配構造を浮かびあがらせる交流を
重視する．
一方，彼女は，言葉による対話は，認知レベル
での概念化と問題の二元化を招き，新たな言説の
紡ぎだしには効果的ではないという．これまでの
クリティカル・ソーシャルワークは，身体感覚や
感情反応が言葉や解放行動に与える影響を考慮し
てこなかったと批判する．その結果，抑圧に伴う
苦難の本質を捉えきれていないという．彼女は，
マインドフルネスによって，ソーシャルワーカー
自身の微細な身体感覚と感情反応へのセンシティ
ビティが高められることで，社会的排除や不平等
にさらされた人々への共感力と，社会的正義の実
現に向けたソーシャルワーカーの内的動機を育て
ることができると述べている．
さらに彼女は，ソーシャルワーク教育現場では，
社会的抑圧や不平等の現実について取り上げる
際，同じ境遇にある受講生への配慮と教室内の安
全確保の必要性も指摘する．民族的あるいは性的
マイノリティの立場にあるソーシャルワーク専攻
の学生は少なくない．問題提起は，時に彼らに
とって挑発的行為と認識され，クラス内に緊張と
葛藤が生じるリスクが存在する（Mishna & Bogo,
2007）．
マインドフルネスを授業に取り入れることで，
受講生は概念やイデオロギーに縛られず，違和感
や衝動の源を全身の反応から探索するメタ認知の
獲得の機会を得る．その結果，クラス内で感情や
衝動反応の自動操縦状態に陥ることなく，平静さ
を保持することができる．そして，善悪の二元的
議論からより俯瞰的な視点に立って，支配構造と
自分自身の立ち位置を見つめることが可能になる
と考えられる（Birnbaum, 2008）．
4.3．ラディカル・マインドフルネス・トレーニン
グ
Hick & Furlotte（2009）は，社会的弱者と呼ば
れる人々にマインドフルネスを教えることを通じ
て，新たなクリティカル・アプローチのあり方を
模索した．彼らのスタンスは，ソーシャルワー
カーに対してマインドフルネスの耕しを試みた
Wongのものとは対照的である．
彼らは，人は社会的差別や抑圧にさらされると，
まず身体感覚によってネガティブなメッセージの
受けとめる点を重視する．内省による抑圧構造の
言語化には，全身で感受した感覚をあるがままに
受け入れ，外界との弁証法的な関係性に気づくこ
とが不可欠であると述べる．彼らは，マインドフ
ルネスが「当事者にとって，いかに思考や感情が
湧き出てくるのか，いかに内的経験が外的要因と
リンクしているのかを学びとる機会」（Hick &
Furlotte, 2009 : 15）になると考え，「社会正義ア
プローチ（social justice approach）」への応用を
試みた．
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具体的に，彼らはグループ・プログラム，「ラディ
カル・マインドフルネス・トレーニング（Radical
Mindfulness Training：RMT）」を考案した（Hick
& Furlotte, 2010）．当事者の内省，ソーシャル
ワーカーとの弁証法的対話，そしてソーシャルア
クションといった一連の支援にマインドフルネス
は積極的な役割を果たす．
RMT は，MBSRの拡張版として位置づけられ
る．Hick & Furlotte（2010）によると，RMTは，
「個人的，対人関係，そして社会的なレベルの困難
を抱えている人々に対して実施されるマインドフ
ルネスのトレーニング」（p. 283）であり，「貧困を
構造化するルーツを当事者に理解してもらうため
の社会教育」（pp. 283-284）でもあると説明する．
RMT は，週１回２時間，８週間のプログラム
で構成される．参加対象者は，社会的弱者と呼ば
れる人々，特にホームレスなどの貧困層を念頭に
置く．最初の４週目までは MBSRの手順に準じ
ながら，マインドフルネスのプラクティスを設定
する．MBSRと異なるのは，１）プログラム初期
の段階で，個人，対人関係，そして社会システム
各レベルにおける変化をプログラムの目標として
明示されること，そして２）トレーニング後半に
は社会構造を批判的に分析していく内容が盛り込
まれる，という２点である．
具体的には，呼吸瞑想やボディスキャンなど
「今・この瞬間」への内的な気づきに加え，「どの
ようなアクションを起こすのかを決定していく」
「一人きりではなく同じような経験をしている
人々がいる」「人に備わっている逆境を乗り越え
る力のうち，根気強さはもっとも偉大なものであ
る」（p. 286）といった内容の誘導によって，参加
者のクリティカルな内省を促していく方法をと
る．
RMT は，カナダ・オタワ州のホームレスを対
象としたグループ（n＝7）に試行されている（Hick
& Furlotte, 2010）．セフル・コンパッション尺度
（Self-Comassion Scale：SCS）と人生満足尺度
（Satisfaction with Life Scale：SWLS）による Pre-
Post間の変化と自由記述欄の回答に対する質的
分析をもとにプログラムの有用性が示された
（Hick & Furlotte, 2010）．質問紙調査では，参加
者全員のセフル・コンパッション（６下位尺度す
べて）及び生活満足度における向上が確認された．
質的分析は，「心身の統合感が得られた」「スピリ
チュアリティとのリンクを与えてもらった」「自
分の受け入れによって他者の受け入れが可能とな
ることを理解した」「健康と幸福感が向上した」な
ど，参加者からのフィードバックを描写している．
これらの結果は，RMT が社会的抑圧下にある
人々の自分，他者，あるいは社会構造に関する準
拠枠の変化を引き起こす可能性のあることを示唆
する．彼らは，参加者の準拠枠の変化は，社会的
な抑圧構造へのかかわり方に影響を与え，より能
動的な問題対処行動を促すと結論づけている．
５．今後の課題
ソーシャルワーク固有の視点に立脚した海外の
マインドフルネス研究をレビューした本稿は，今
後の活性化が予想される日本の社会福祉・ソー
シャルワークにおけるマインドフルネス研究の基
礎的資料として位置づけられる．今後，ソーシャ
ルワークの価値と照合させながら，ミクロからメ
ゾ /マクロ領域に至る広範な実践体系へのマイン
ドフルネス導入の可能性を検討していく意義は高
い．以下，今回のレビュー研究結果に基づき，日
本のソーシャルワークへのマインドフルネス導入
に関する課題を整理する．
5.1．マインドフルネスをいかに語るか
マインドフルネスには，人の心身の状態（今，
この時を感受している状態かどうか），実践方法
（瞑想やボディ・ワーク），そして人の特性（マイ
ンドフルネスの耕しを重ねることによる気質や性
質）など多次元の意味が含まれている（Garland,
2013）．この３側面に加え，マインドフルネスは
スピリチュアリティとの関連から概念的説明がな
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されることも少なくない（Coholic, 2006 ; Sher-
man & Siporin, 2008）．マインドフルネスのプラ
クティスによって得られる内的な統合感は，やが
ては外界とのつながり，そして万物との融合を体
感させる．そこには可視化できない存在への気づ
きや実存にかかわる思索，そして死生観などスピ
リチュアルな体験に通じていく．
本稿のレビューも，各研究それぞれマインドフ
ルネスの捉え方が異なることを浮き彫りにした．
日本におけるマインドフルネスの説明でも，しば
しばこの４側面が混同されて語られることが少な
くない．また，「今・この瞬間」の感受は「無の境
地」，瞑想は「修行」「苦行」，そしてマインドフル
ネスの耕しは「悟りのため」といったステレオタ
イプともいえる，浅薄な仏教的表象と混同される
ことも多い．オウム真理教関係者による 1992年
の松本サリン事件や 1995 年の東京地下鉄サリン
事件によってもたらされた瞑想やヨーガに対する
偏見の影響も，今後マインドフルネスを啓発して
いく上で検討されなければならないだろう．
マインドフルネスの源流ともいうべき禅に彩ら
れた今，この瞬間への気づきを深める美徳や文化
を有する日本において，いかにマインドフルネス
を語るのか．そして，ソーシャルワーク実践の文
脈で，マインドフルネスの有用性をいかに説明し
ていくのか．具体的な教育方法の開発と実践報告
が求められる．特に，ソーシャルワークの理念体
系と倫理綱領に照らしあわせて，仏教や禅に由来
するマインドフルネスの思想や価値基盤，例えば
苦悩の偏在性の受容や病理モデルによる二元論へ
のアンチ・テーゼなどを実践体系に統合するため
の議論が必要となる（Fulton, 2014 ; Lynn, 2010）．
「幸福への道は存在しません．幸福は道そのも
のなのです」．世界におけるマインドフルネスの
牽引者，Thick Nhat Hanhによるマインドフルネ
スの本質を表した言葉である（The Guardian
website, 2014）．Hanh は，マインドフルネスが
物，地位，政治などの目的達成のために使われる
のであれば，それはもはやマインドフルネスとは
いえず，気づき，平静さ，そしていかなるウェル
ビーイングも生まれないと主張する．
ソーシャルワークは，マインドフルネスの意味
する「幸福・ウェルビーイング」をいかに受けと
め，実践に取り入れていくのか．社会的排除の対
象になる人々の解放という目的達成は，マインド
フルネスの価値とどのように交差していくのか．
Hick らによる RMTは，マインドフルネスの価値
に根ざした方法論になり得るのかどうか．全人的
な観点から人間の尊厳を重視し，幸福の意味を追
求してきたソーシャルワークによるマインドフル
ネスの「読み解き」は，マインドフルネスを単な
る臨床メソッドに帰結させない，グローバルな文
脈に受け入れられる「幸福・ウェルビーイングの
支え」へと発展させるであろう．
5.2．実践的課題
多次元の意味をもつものの，広範な領域での有
用性が確認されているマインドフルネスを日本の
ソーシャルワーク実践に取り入れるメリットは計
り知れない．マインドフルネスの不可視化は，も
はや効果的な方法論の回避となり，倫理上の背信
にもなり得る．社会福祉関連学会，社会福祉士会
や精神保健福祉士会などの現任者協会，さらには
社会福祉系の国家資格を管轄する文部科学省や厚
生労働省によるマインドフルネスの普及と実践応
用のための研究機能の立ち上げ，そして予算化が
急がれる．欧米の研究水準との乖離を是正すると
ともに，実践者養成に向けた具体的なアクション
は急務となる．
マインドフルネスの導入は，単にソーシャル
ワークの介入レパートリーの広がりにとどまらな
い．本稿のレビューからも明らかなように，臨床
的介入に加え，援助関係の熟成，スーパービジョ
ン関係の深まり，教育法の改訂，援助者のセルフ・
ケアなど汎用性は高い．
ソーシャルワークは，元来応用科学としての立
ち位置からヒューマニスティックな思想や価値を
包含しながら，諸科学の知見を取り入れてきた．
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病理モデルに依拠せず，人々の潜在能力のエンパ
ワメントに基づく生活支援を重視する．ソーシャ
ルワークは，臨床面接やグループワークといった
枠組みを超え，多様な社会文化的背景に根ざした，
新たなマインドフルネスのあり方を生み出す柔軟
性を備えている．その意味で，ソーシャルワーク
は日本におけるマインドフルネスの発展を担うユ
ニークな立場にある．ソーシャルワークが構築し
てきた実践理論，エコ・パースペクティブ，制度
や組織論，コミュニティ論，価値，理念体系にマ
インドフルネスは統合可能なのか．検討に値する
命題である．
生活支援におけるマインドフルネスの試みは，
マインドフルネスの有用性とともにリスク要因や
副作用の抽出にも貢献できる．統合失調症，双極
性障害，そしてうつ病などの急性期，そして外傷
性ストレスによるトラウマ反応が顕著な状況にお
けるマインドフルネス認知療法や瞑想は推奨され
ていない（Baldini et al., 2014）．しかし，マインド
フルネス・ベーストの方法論に含まれるリスクそ
のものへの検討は，始まったばかりである．万能
感が高揚する近年のマインドフルネス・ブームか
ら距離を保ち，広範な領域で実践を展開するソー
シャルワークからマインドフルネスの適用できる
射程を明らかにしていく必要がある．
新たなマインドフルネス実践の可能性として，
ヨーガとの連動は無視できない．MBSR では，
ヨーガは「ヨーガ瞑想」としてマインドフルネス
の方法に組み込まれている．ソーシャルワークに
おいても，ヨーガはマインドフルネスの補完的な
方法として実践に統合すべきとの見解が示されて
いる（Mensinga, 2011 ; Strauss & Northcut, 2013）．
ソーシャルワークは，身体からスピリチュアリ
ティに至る全人的理解を価値基盤に据えている．
それにもかかわらず，医療モデルとの区別化を強
調するあまり，ソーシャルワークは最新の脳神経
科学による身体機能の知見を実践理論に統合する
ことを怠ってきた歴史がある（Cameron &
Mcdermott, 2007）．先述した共鳴理論や CI 理
論，そして多くの臨床研究は，身体感覚への気づ
きが共感関係の深化や援助者のセルフ・ケアに直
結することを示している．
ヨーガは，中枢神経の沈静化のみならず，身体
感覚，思考，感情，そして認知パターンの気づき
を促し，今，この瞬間を感受する生き方を提供す
る（Mensinga, 2011）．日本ヨーガ療法学会，そし
てヨーガ療法士との協働を実現し，ヨーガを取り
込むマインドフルネス実践をミクロ・メゾ・マク
ロすべてのソーシャルワークから開発，発信して
いく意義は高い．
5.3．研究課題
ソーシャルワークによるマインドフルネスの実
証研究の蓄積が，今後期待される．今回のレ
ビュー研究は，ソーシャルワーク固有の視点や価
値と連動したマインドフルネス研究を抽出したた
め，量的研究のほとんどは，ソーシャルワーク教
育におけるマインドフルネスの効果に関するもの
となった．すべてサンプル数に限りがあり
（range 7-171），横断的調査デザインや準実験デ
ザインが採用されていた．これらは，変数間の相
関関係，あるいはマインドフルネス・プログラム
の Pre-Post における参加者の変化にとどまる．
その結果，内的妥当性の危うさは免れず，因果関
係の検証には至っていない．
ソーシャルワークを学ぶ大学院生（Master of
Social Work Program：MSWプログラム）を対象
にしたマインドフルネスの効果に関するものとし
ては，１）週１回３時間，16 週間の「生活の質
（QOL）：マインドフルネスの耕し」のMSW受講
生（n＝77）に見られた QOL（Quality of Life In-
dex）の向上（t＝−3.315, p ＜ 0.001）（Bonifas
and Napoli, 2014），２）７回の臨床面接法の授業
のうち２回のマインドフルネス・トレーニングを
受けた大学院生（n＝38）のカウンセラーとして
の自己効力感（Counselor Activity Self-Efficacy
Scale）の向上（統制グループ［n＝94］との比較：
t＝3.62, df＝0.72, p＜ 0.000［Post 段階］）（Gockel
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et al., 2013），そして３）週１回 16週間のマイン
ドフルネス・プラクティス（呼吸瞑想，週２回１
時間のマインドフルネスのガイド CD を聞くな
ど）を取り入れた「QOLコース」参加の女性大学
院生（n＝41）のマインドフルネス・レベル
（Kentucky Inventory of Mindfulness：KIMS）に
おける Pre-Post間のサブスケールに見られた変
化（“自己観察力”［t＝6.103, p＜ 0.001］，“気づ
きを伴う行為”［t＝4.944, p＜ 0.001］，“あるがま
まの受け入れ”［t＝2.127, p＜ 0.05］）（Napoli &
Bonifas, 2011）などが挙げられる．
同じく，大学院生を対象にしたマインドフルネ
ス・レベルと健康度との関連性を調査したものと
して，１）MSWプログラムへの入学予定者（n＝
37）と大学院２年生（n＝28）の比較から，２年生
のマインドフルネス・レベル（MAAS）の低下（t＝
2.68, p＝0.09）及びマインドフルネス・レベルが
首尾一貫感覚，抑うつ，不安，そして自己尊重感
の予測変数になり得ることの指摘した研究（Ying,
2008）と２）大学院生（n＝65）のマインドフルネ
ス・レベル（Self-Compassion Scaleのサブスケー
ル）と抑うつとの負の相関関係（r＝−0.42, p＜
0.001）を示した研究（Ying, 2009）の２つが報告
されている．
これら教育現場での調査は，マインドフルネス
がソーシャルワーク教育において，臨床技術，共
感力，QOL，メンタルヘルスの向上に貢献できる
可能性を示唆しているものの，ほとんどが一つの
大学院プログラム内の少ないサンプルを対象にし
た横断的調査にとどまっている．
Garland（2013）は，ソーシャルワークにおける
マインドフルネス研究において，そもそもマイン
ドフルネスの操作的定義が曖昧である点を指摘す
る．前述したように，マインドフルネスは心の状
態，実践方法，人の特性，そしてスピリチュアリ
ティのいずれをも表す多次元の概念的枠組みを包
含しており，マインドフルネスが果たして何を意
味するのか，明確化されていない研究が多い．ま
た彼は，マインドフルネスの実践方法として
MBSR を参照する研究が多いが，MBSR には呼
吸瞑想，ボディスキャン，ヨーガ瞑想，歩行瞑想，
慈悲の瞑想などから構成されており，厳密にはど
の方法が有効であったのかを検証する研究デザイ
ンになっていない点を批判している．
ソーシャルワークにおけるマインドフルネスの
あり方に関する議論は始まったところである．
ソーシャルワークの価値に根ざしたマインドフル
ネスの概念的枠組みと方法論の開発，そしてラン
ダム化比較研究や質的・量的ミックス法による実
証研究の推進は，ソーシャルワークにマインドフ
ルネスを統合させる道程となる．
今後，ソーシャルワークの多領域からマインド
フルネスに関する議論が沸騰し，医学や臨床心理
学などとの分野間連携による情報共有と研究推進
が期待される．
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Mindfulness and social work :
Implications for the establishment of a mindfulness-based social work approach in Japan
Satoshi Ikeno
School of Human Welfare Studies, Kwansei Gakuin University
This systematic literature review aims to delineate the practical and future research implications for the establish-
ment of a mindfulness-based social work practice in Japan. For last decade, a series of empirical research studies have
revealed that mindfulness is one of the effective intervention strategies for stress reduction, depression relapse
prevention, addiction-related problems, offendersÚ rehabilitation, and posttraumatic stress reactions. The Japanese
social work field, however, has paid little attention to the mindfulness movement and as a result, no social work studies
have discussed the applicability of new clinical methods in this country. The intensive literature review extracted
mindfulness-based social work studies (n=31) that clearly refer to social work value systems, mainly published in
England and the United States. Content analysis on these studies found the following aspects of mindfulness in social
work practice and research : 1) mindfulness cultivates social workersÚ self-awareness that should lead to the enhance-
ment of empathic relationship with their clients, 2) mindfulness facilitates the process of reflexivity among socially
oppressed people in the context of critical social work approach, and 3) the ambiguous operational definition of
mindfulness becomes an obstruction to conduct any type of empirical research.
Key words : social work, social welfare, mindfulness, therapeutic relationship
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